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と Google Cloud Vision API によりテーマ別観光マップを
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いなどを検討することが挙げられる。さらに，学生
が撮影した写真を蓄積することで，「ヨソモノから
の視点」からみたまちの姿を示していくことも可能
であろう。現在，豊橋市では行政や住民によるオー
プンデータ推進に向けた取り組みが活発化してい
る９）。こうした官民の動きに大学がかかわっていく
ことで，より多様なオープンデータが収集できるも
のと考えられる。今後も演習の内容を改善していく
ことで，豊橋市の「まちづくり」への寄与を目指し
たい。
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動団体との連携によるオープンデータを活用したまちづくりへの取組みや，地域の魅力発信や課題解決のためのアプリ
ケーション・サービスの開発などといったビジネス創出に向けた取組みを進めており，その活動の一環として，オープ
ンデータ「てみりん」システム（http://temirin.jp/）を公開している。
